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開会 午前１０時００分 

○議長（荒牧 泰範） 皆様おはようございます。 

  本日は全員出席で開議は成立いたします。 

  ただいまから本日の会議を開きます。 

本日の日程はタブレットに掲載の議事日程のとおりでございます。 

それでは、日程に従い議事を進めます。 

  日程第１、議案第５号「篠栗町空家等及び空地の環境保全に関する条例の制定に

ついて」を議題といたします。 

本案は、総務建設常任委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求め

ます。 

はい、横山委員長。 

○総務建設常任委員会委員長（横山 和輝） 報告いたします。 

  議案第５号「篠栗町空家等及び空地の環境保全に関する条例の制定について」 

本議案は、適切な管理が行われていない空家等及び空地が防災、衛生、景観等の

地域住民の生活環境に深刻な影響を及ぼしていることに鑑み、地域住民の生命、身

体又は財産を保護するとともに、その生活環境の保全を図ることを目的とし本条例

を制定することについて、議会の議決を求められたものであります。 

  制定の主な内容は、空家等対策の推進に関する特別措置法に規定される特定空家

等に対して、町が実施する施策に加え管理不良状態の空き地に対しても調査、助言、

指導及び勧告を町が実施できるようにするものであります。執行部の説明では、町

民からの相談や実態調査の依頼により土地所有者等の調査を行い所有者等の確知を

行う。その上で、立入調査のための通知書を送付の上で立入調査を実施するとのこ

とです。 

また、調査の結果、管理不良状態であると認められた場合には該当通知を送付し、

改善を促すことになります。この時点で、改善が認められた場合には改善通知を、

また改善が認められなかった場合には、指導、勧告、特定空家等に関しては命令と、

その段階に応じて措置を進めることとなります。 

いずれの段階においても、現地確認において改善が認められなかった場合には、

空家等対策協議会にそれぞれの段階において審議を行うことになります。この勧告

の段階に至りますと、空家等に係る敷地は地方税法の規定に基づき、固定資産の課

税の特例から除外されることになります。命令に関しては事前通知を行い所有者等

に意見書の提出や公開による意見の聴取を請求することができることを知らせると
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ともに、結果について空家等対策協議会に諮った上で、命令が適当と判断された場

合には所有者等に対し命令書を送付し、相当の期間を経た後、現地の確認を行い、

それでも改善が見られない場合においては代執行を行うことになります。 

  また、遠方に居住などの理由により所有者等本人が対応できない場合においては、

事務代行依頼申請を行うことで篠栗町と申請者の間で必要な措置を代行にて行うこ

とができることになります。との説明がございました。 

この条例については、公布の日から施行されます。 

  当委員会の中で質疑がありましたので説明をいたします。 

  空家等対策の推進に関する特別措置法に空地という文言がないが上位法に含まれ

ていないものを条例で定めることができるのかと質問があり、環境保全を目的とし

ており、空地に対しても本条例に含むものであるとの回答でございました。 

  質疑終了後、討論を行いましたが討論はございませんでした。 

審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決いたしております。 

以上、報告を終わります。 

○議長（荒牧 泰範） はい、ただいまの委員長の報告に対し質疑を行います。 

質疑ございませんか。 

ないようですので、質疑を終結し、討論を行います。 

討論ございませんか。ございませんね。 

では、ただいまから採決を行います。 

本案に対する委員長の報告は、可決です。 

本案を原案のとおり決定することに賛成の方は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（荒牧 泰範） はい、全員賛成と認めます。 

よって、議案第５号は委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第２、議案第６号「篠栗町附属機関に関する条例の一部を改正する条例の制

定について」を議題といたします。 

本案も、総務建設常任委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めま

す。 

はい、横山委員長。 

○総務建設常任委員会委員長（横山 和輝） 報告いたします。 

  議案第６号「篠栗町附属機関に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

て」 



－ 59 － 

本議案は、篠栗町の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例第６条第１

項の規定に基づく指定管理者選定委員会を附属機関として設置するため、本条例の

一部を改正することについて、議会の議決を求められたものであります。 

  改正の内容は、当該委員会の所掌事務として、候補者の選定に関することとされ

ており、その選定に当たっては専門的な知識経験等に基づく助言、審査等を行うも

のであることから、外部の有識者を含む当該委員会は附属機関として規定すべきも

のと考え、本条例の一部を改正するものであります。 

この条例については、令和６年４月１日から施行されます。 

当委員会の中で質疑がありませんでした。討論を行いましたが、討論はございま

せんでした。 

審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決いたしております。 

以上、報告を終わります。 

○議長（荒牧 泰範） はい。ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

質疑はございませんか。 

質疑なしと認めます。 

次に討論を行います。 

討論ございませんか。 

はい、ないようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

本案に対する委員長の報告は、可決です。 

本案を原案のとおり決定することに賛成の方は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（荒牧 泰範） はい、全員賛成と認めます。 

よって、議案第６号は委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第３、議案第７号「篠栗町附属機関に関する条例の一部を改正する条例の制

定について」を議題といたします。 

本案は、文教厚生常任委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めま

す。 

はい、栗須委員長。 

○文教厚生常任委員会委員長（栗須 信治） 報告いたします。 

  議案第７号「篠栗町附属機関に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

て」 

本議案は、児童福祉法第２５条の２の規定に基づく篠栗町要保護児童対策地域協
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議会を附属機関から除外するため、本条例の一部を改正することについて、議会の

議決を求められたものであります。 

  改正の内容は、要保護児童対策地域協議会の所掌の事務として、各関係機関の代

表が参集し、対象者等に適切な支援を図るために必要な情報を交換する機関となっ

ており、調停、審査、審議または調査等のほか、諮問、答申をする附属機関に属す

ることは適切でないと判断したため、本条例の一部の改正をするものであります。 

  また、除外することに伴い、当該附属機関の報酬等の規定を削除するため、特別

職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例（平成７年条例第１号）

の別表第２も、あわせて当該委員の費用弁償の項目も削除することの一部を改正す

るものであります。 

この条例については、令和６年４月１日から施行されます。 

  当委員会の中で質疑はありませんでした。討論を行いましたが、討論はございま

せんでした。 

審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決いたしております。 

以上、報告終わります。 

○議長（荒牧 泰範） ただいまの委員長の報告に対し質疑を行います。 

質疑ございませんか。 

質疑なしと認めます。 

次に討論を行います。 

討論ございませんか。 

はい。ないようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

本案に対する委員長の報告は、可決です。 

本案を原案のとおり決定することに賛成の方は御起立ください。 

（賛成者起立） 

○議長（荒牧 泰範） はい、全員賛成と認めます。 

  よって、議案第７号は委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第４、議案第８号「篠栗町職員定数条例の一部を改正する条例の制定につい

て」を議題といたします。 

本案を、総務建設常任委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めま

す。 

はい、横山委員長。 

○総務建設常任委員会委員長（横山 和輝） 報告いたします。 
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  議案第８号「篠栗町職員定数条例の一部を改正する条例の制定について」 

本議案は、幅広い行政サービスの提供を行うとともに、毎年引上げ制度に伴う職

員増の対応として、職員定数を引き上げるため、本条例の一部を改正することにつ

いて、議会の議決を求められたものであります。 

  制定の内容は、篠栗町の職員定数は１８０人のところ２０人増員し、２００人に

するとのことでございます。定数の内訳は町長部局の定数１３５人を１５５人にし、

その他部局は改正前と同数であります。執行部の説明では類似団体と比較して３０

名以上少ない状況が続いており、今後の幅広い行政サービスの提供や定年引上げ制

度に伴う職員増の対応との説明でありました。 

この条例については、令和６年４月１日から施行されます。 

当委員会の中で質疑がありましたので説明をいたします。 

  今回、２０名の増員でありますが、糟屋郡内を含むほかの団体と比較してもまだ

少ないようですが、人口割などの基準などの定めにおいて、他団体と同数程度にす

ることは将来考えているのかとの質問があり、過去の行革などで職員数を減らして

きたが、現在の人数で足りることはない。今後の定年延長者が令和１６年には現在

の全職員数より２６人増えることになるので、その分だけは今回措置したいとの回

答でございました。 

  質疑終了後、討論を行いましたが、討論はございませんでした。 

審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決いたしております。 

以上、報告を終わります。 

○議長（荒牧 泰範） ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

質疑ございませんか。 

質疑なしと認めます。 

次に討論を行います。 

討論ございませんか。 

はい、ないようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

本案を原案のとおり決定することに賛成の方は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（荒牧 泰範） はい、全員賛成と認めます。 

よって、議案第８号は委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第５、議案第９号「特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関す
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る条例の一部を改正する条例の制定について」を議題といたします。 

本案を、総務建設常任委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めま

す。 

  横山委員長。 

○総務建設常任委員会委員長（横山 和輝） 報告いたします。 

  議案第９号「特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一

部を改正する条例の制定について」 

本議案は、篠栗町の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例第６条第１

項の規定に基づく指定管理者選定委員会委員の報酬の額等を規定するため、本条例

の一部を改正することについて、議会の議決を求められたものであります。 

制定の内容は、費用弁償を会議１時間当たり５,０００円とするものであります。 

この条例については、令和６年４月１日から施行されます。 

  当委員会の中で質疑がありましたので説明をいたします。 

この条例では、他の委員は出席１回当たりの費用弁償になっていますが、重要度

が違うのかとの質問があり、この委員会委員は専門的な知識を有する、例えば大学

の助教授クラスの方を想定しており、拘束する時間での算定を採用している、との

回答でありました。 

質疑終了後、討論を行いましたが討論はございませんでした。 

審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決いたしております。 

  以上、報告を終わります。 

○議長（荒牧 泰範） はい、ただいまの委員長の報告に対し質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

質疑なしと認めます。 

次に討論を行います。 

討論ございませんか。 

ないようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

本案に対する委員長の報告は、可決です。 

本案を原案のとおり可決することに賛成の方は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（荒牧 泰範） はい、全員賛成と認めます。 

よって、議案第９号は委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第６、議案第１０号「篠栗町税条例の一部を改正する条例の制定について」
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を議題といたします。 

本案も総務建設常任委員会に付託しておりましたので委員長の報告を求めます。 

横山委員長。 

○総務建設常任委員会委員長（横山 和輝） 報告いたします。 

  議案第１０号「篠栗町税条例の一部を改正する条例の制定について」 

本議案は土地区画整理事業等の公益上の理由により、使用の制限が発生した固定

資産の所有者に対して課する固定資産税を減免の対象に追加するため、本条例の一

部を改正することについて、議会の議決を求められたものであります。 

この条例については、令和６年４月１日から施行されます。 

  当委員会の中で質疑ありましたので説明をいたします。 

条文の追加がその他特別な事情を有する固定資産となっているが、提案理由を、

そのまま目的に沿った形として明確に条文にすることは可能なのかとの質問があり、

この条文を改正すると併せて、特別な事情を判断する篠栗町町民税減免要綱を別途

制定しているとの回答でありました。 

質疑終了後、討論を行いましたが、討論はございませんでした。 

審査の上、採決の結果全員賛成にて原案のとおり可決いたしております。 

以上、報告を終わります。 

○議長（荒牧 泰範） はい、ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

質疑ございませんか。 

質疑なしと認めます。 

次に討論を行います。 

ないようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

本案を原案のとおり決定することに賛成の方は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（荒牧 泰範） 全員賛成と認めます。 

  よって、議案第１０号は委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第７、議案第１１号「篠栗町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制

定について」を議題といたします。 

本案は、文教厚生常任委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めま

す。 

 はい、栗須委員長。 
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○文教厚生常任委員会委員長（栗須 信治） 報告いたします。 

  議案第１１号「篠栗町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定につい

て」 

本議案は、国民健康保険法施行令の一部を改正する政令（令和６年政令第１７

号）が、令和６年４月１日施行されることに伴い、所要の規定を整備するため、本

条例の一部を改正することについて、議会の議決を求められたものであります。 

  制定の内容は、国民健康保険税の後期高齢者支援金等賦課額に係る賦課限度額を

現行の２２万円から２万円引上げ２４万円とするものであります。 

  次に、国民健康被保険者、均等割額及び世帯別平等割額を軽減する所得判定基準

に関するもので、被保険者数に乗ずる金額を、５割軽減の基準については現行の２

９万から５,０００円引上げ２９万５,０００円とし、２割軽減の基準については現

行の５３万５,０００円から１万円引上げ５４万５,０００円とするものであります。 

  ただし、この減額分は、基盤安定繰入金として国２分の１、県４分の１、町４分

の１の繰入れとして補填されるもので、特別会計における財政影響はないとのこと

であります。 

この条例については、令和６年４月１日から施行されます。 

  当委員会の中で質疑はありませんでした。討論を行いましたが、討論はございま

せんでした。 

審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決いたしております。 

以上、報告終わります。 

○議長（荒牧 泰範） ただいまの委員長の報告に対して、質疑を行います。 

質疑ございませんか。 

はい、質疑なしと認めます。 

次に討論を行います。 

討論ございませんか。 

はい、ないようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

本案を原案のとおり決定することに賛成の方は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（荒牧 泰範） はい、全員賛成と認めます。 

よって、議案第１１号は委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第８、議案第１２号「篠栗町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並
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びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準を定める条例の一部を改正

する条例の制定について」を議題といたします。 

本案も、文教厚生常任委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めま

す。 

 栗須委員長。 

○文教厚生常任委員会委員長（栗須 信治） 報告いたします。 

  議案第１２号「篠栗町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子

ども・子育て支援施設等の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の

制定について」 

本議案は、母体保護法施行規則等の一部を改正する内閣府令が令和６年４月１日

に施行され、特別教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育

て支援施設等の運営に関する基準の一部改正が行われることに伴い、所要の規定を

整備するため、本条例の一部を改正することについて、議会の議決を求められたも

のであります。 

  制定の内容は、施設の重要事項の書面掲示の義務づけを見直し、書面掲示に加え、

インターネットを利用して、公衆の閲覧に供しなければならないとするものであり

ます。 

この条例については、令和６年４月１日から施行されます。 

  当委員会の中で質疑はありませんでした。討論を行いましたが、討論はございま

せんでした。 

審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決いたしております。 

以上、報告終わります。 

○議長（荒牧 泰範） ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

質疑なしと認めます。 

次に討論を行います。 

討論ございませんか。 

ないようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

本案を原案のとおり決定することに賛成の方は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（荒牧 泰範） はい、全員賛成と認めます。 
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よって、議案第１２号は委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第９、議案第１３号「篠栗町健康づくり推進協議会条例の一部を改正する条

例の制定について」を議題といたします。 

  本案も、文教厚生常任委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めま

す。 

はい、栗須委員長。 

○文教厚生常任委員会委員長（栗須 信治） 報告いたします。 

  議案第１３号「篠栗町健康づくり推進協議会条例の一部を改正する条例の制定に

ついて」 

本議案は、篠栗町健康づくり推進協議会の所掌事務に、「健康づくりに関する計

画の策定に関すること」を追加するため、本条例の一部を改正することについて、

議会の議決を求められたものであります。 

  制定の内容は、町における健康づくりに関する施策を総合的かつ効果的に推進す

ることを目的として、篠栗町健康づくり推進協議会が設置されており、各種施策の

検討、評価、計画の見直しなどを行い、その他健康づくりに関する施策の提言等を

行っており、実情に合わせて、「健康づくりに関する計画の策定に関すること」を、

追加するため、本条例の一部を改正するものであります。 

この条例については、令和６年４月１日から施行されます。 

  当委員会の中で質疑がありましたので説明をいたします。 

  篠栗町増進計画策定委員会設置条例は廃止されるのかとの質問がありました。推

進計画が、当該条例の規定をもとに運用策定されることから、条例内容が重複する

ことになり廃止することになるとの回答でありました。 

  質疑終了後、討論を行いましたが、討論はございませんでした。 

審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決いたしております。 

  以上、報告終わります。 

○議長（荒牧 泰範） ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

質疑なしと認めます。 

次に討論を行います。 

討論ございませんか。 

はい、ないようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

本案に対する委員長の報告は、可決です。 
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本案を原案のとおり決定することに賛成の方は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（荒牧 泰範） はい、全員賛成と認めます。 

よって、議案第１３号は委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第１０、議案第１４号「財産の取得について」を議題といたします。 

本案も、文教厚生常任委員会に付託しておりましたので委員長の報告を求めます。 

はい、栗須委員長。 

○文教厚生常任委員会委員長（栗須 信治） 報告いたします。 

議案第１４号「財産の取得について」 

  本議案は、小中学校特別支援教室増加に伴う備品を購入するためであります。 

当該財産の取得について仮契約を結んだため、篠栗町議会の議決に付すべき契約

及び財産の取得または処分に関する条例第３条の規定により、議会の議決を求めら

れたものであります。 

  取得する財産は、小中学校特別支援教室増加に伴う備品一式。 

契約金額は、８９５万２,５７０円。 

  契約方法は、一般競争入札。 

  契約の相手方は、福岡県筑紫野市紫２丁目２番１０号。 

株式会社オフィスステーションカジワラ 代表取締役 梶原日出男であります。 

  執行部の説明では、御手元のタブレットに掲載しておりますとおりの備品を、各

小・中学校において目的に応じて購入するとの説明でありました。 

当委員会の中で質疑がありましたので４つ説明をいたします。 

パーテーションの用途は、との質問に対し、個別学習スペースの確保で、集中し

て学習するためとの回答でありました。 

  次に、過去においては分割工事のときに備品もあわせて納品していたが、今回は、

なぜ備品購入があるのかとの質問に対し、分割工事の納品は主に備え付けの備品で

あったためで、今回は別の教室にも移動できるような備品となるためとの回答であ

りました。 

  ３つ目、応札業者は何社であったのか、また納入実績はあるのかとの質問に対し、

応札は１社であり、納入実績はあるとの回答でありました。 

  最後に、備品は、リサイクル品を使用することは可能なのかとの質問に対し、リ

サイクル品は考えていないとの回答でありました。 

  質疑終了後、討論を行いましたが、討論はございませんでした。 
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審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決いたしております。 

  以上、報告終わります。 

○議長（荒牧 泰範） ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

質疑なしと認めます。 

次に討論を行います。 

討論ございませんか。 

ないようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

本案を原案のとおり決定することに賛成の方は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（荒牧 泰範） はい、全員賛成と認めます。 

よって、議案第１４号は委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第１１、議案第１５号「字の区域の変更及び町（丁目）の区域の設定につい

て」を議題といたします。 

本案も文教厚生常任委員会に付託しておりましたので委員長の報告を求めます。 

栗須委員長。 

○文教厚生常任委員長（栗須 信治） 報告いたします。 

  議案第１５号「字の区域の変更及び町（丁目）の区域の設定について」 

本議案は、住居表示の実施予定区域において字の区域の変更及び町（丁目）の区

域を設定するため、地方自治法第２６０条第１項の規定により議会の議決を求めら

れたものであります。 

  内容は、「大字尾仲」「大字若杉」の一部区域を廃止し、新たに「庄一丁目」か

ら「庄六丁目」までの町（丁目）の区域を設定するものであります。 

実施日は、令和６年９月２８日であります。 

当委員会の中で質疑がありましたので説明をいたします。 

  名称等検討委員会の検討委員の選出また人数はどのようにして決めるのかとの質

問に対し、委員の選出は実施区域の区長さんに依頼し、人数も相談して決めている

との回答でありました。 

  次は、今の選定方法では世帯数の多い行政区の名称になる可能性が大きいと思う

が。との質問に対し、アンケート調査を参考にして名称等検討委員会で最終的に選

定されているとの回答でありました。 
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  最後に、住居表示実施において行政区の変更はないとしてあるが、将来はどうな

るのか。 

今の段階では変更はないということで進めているとの回答でありました。 

  質疑終了後、討論を行いましたが、討論はございませんでした。 

当委員会において慎重審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決い

たしております。 

  以上、報告終わります。 

○議長（荒牧 泰範） ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

質疑なしと認めます。 

次に討論を行います。 

討論ございませんか。 

ないようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

本案を原案のとおり決定することに賛成の方は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（荒牧 泰範） はい、全員賛成と認めます。 

よって、議案第１５号は委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第１２、議案第１６号「町道の認定について」を議題といたします。 

本案は、総務建設常任委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めま

す。 

  はい、横山委員長。 

○総務建設常任委員会委員長（横山 和輝） 報告いたします。 

  議案第１６号「町道の認定について」 

本議案は、宅地開発により造成され篠栗町へ帰属された道路を新規路線として町

道認定するため、道路法第８条第２項の規定により議会の議決を求められたもので

あります。認定路線名は、高田地区３２号線から３９号線であります。 

  当委員会の中で質疑がありましたので説明をいたします。 

  町道の認定に関して、起点終点が道路に接続していることが望ましいが、一部行

き止まりの箇所が見受けられるが、その理由は。との質問があり、一つはその先が

公園であること、もう一つは幅員が６メートル以上であることから管理を一体とし

ているためであるとの回答でありました。 
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  質疑終了後、討論を行いましたが、討論はございませんでした。 

審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決いたしております。 

  以上、報告を終わります。 

○議長（荒牧 泰範） ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

質疑なしと認めます。 

次に討論を行います。 

討論はございませんか。 

ないようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

本案を原案のとおり決定することに賛成の方は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（荒牧 泰範） はい、全員賛成と認めます。 

よって、議案第１６号は委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第１３、議案第１７号「町道の路線変更について」を議題といたします。 

本案も、総務建設常任委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めま

す。 

  横山委員長。 

○総務建設常任委員会委員長（横山 和輝） 報告いたします。 

  議案第１７号「町道の路線変更について」 

本議案は、宅地開発により既存道路の終点、延長及び幅員が変更となるため、道

路法第１０条第３項の規定により路線を変更するため、議会の議決を求めるもので

ございます。変更路線名は、和田地区１３号線及び高田地区２１号線であります。 

  当委員会の中で質疑はありませんでした。討論を行いましたが、討論はございま

せんでした。 

審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決いたしております。 

以上、報告を終わります。 

○議長（荒牧 泰範） ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

質疑なしと認めます。 

次に討論を行います。 

討論ございませんか。 
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何か。よろしいですか。 

よろしいですか。 

はい。討論なしと認め、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

本案を原案のとおり決定することに賛成の方は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（荒牧 泰範） はい。全員賛成と認めます。 

よって、議案第１７号は委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第１４、議案第１８号「令和５年度篠栗町一般会計補正予算（第９号）につ

いて」を議題といたします。 

本案は、予算特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

はい、栗須委員長。 

○予算特別委員会委員長（栗須 信治） 報告いたします。 

  議案第１８号「令和５年度篠栗町一般会計補正予算（第９号）について」 

本議案は、既定の予算総額から歳入歳出それぞれ３億７万２,０００円を減額し、

予算の総額を歳入歳出それぞれ１２２億４,３１４万１,０００円とするものであり

ます。 

  歳出における主な事業では、総務費において、光熱水費を２,０００万円の減、

篠栗北地区産業団地法面調査８３３万８,０００円の増。 

民生費において、施設等利用給付１,０６１万２,０００円の減、児童館関連施設

整備工事１,１５３万５,０００円の減。 

衛生費において、総合保健福祉センター地下駐車場泡消火設備改修工事１,８２

２万７,０００円の減、新型コロナウイルスワクチン接種事業予防事業費委託料２,

１１３万１,０００円の減、須恵町外二ヶ町清掃施設組合分担金１億２,９４７万９,

０００円の減。 

農林水産業費において、ため池劣化状況評価及び耐震診断業務委託１,５８５万

５,０００円の増。 

諸支出金において、各基金への積立金３６７万２,０００円の増。 

その他の歳出の減額補正は、主に事業費の確定、入札執行残、経費節減等の残に

よる減額補正するものであります。 

  主な歳入は、地方交付税１億２,１２５万１,０００円の減。 

国県支出金３,５９８万５,０００円の減。 
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財産収入５,３２８万９,０００円の増。 

寄附金２億３,９００万円の減。 

諸収入４,２８７万５,０００円の増とするものであります。 

  繰越明許費の補正については、篠栗北地区産業団地法面調査観測業務委託１,９

１１万８,０００円、氏名の振り仮名法制化に伴うシステム改修業務委託１,１３８

万５,０００円、消防団水槽付消防ポンプ自動車購入事業４,８１２万５,０００円、

小葉山線林道災害復旧工事ほか８件４,９８５万９,０００円、その他５件を含めて

合計１７件で、総額１億６,３４８万１,０００円の繰越明許費補正であります。 

  全員出席の予算特別委員会にて審査しておりますので、詳細につきましては省略

いたします。 

当委員会において慎重審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決い

たしております。 

  以上、報告終わります。 

○議長（荒牧 泰範） ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

質疑なしと認めます。 

次に討論を行います。 

討論ございませんか。 

はい、ないようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

本案を原案のとおり決定することに賛成の方は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（荒牧 泰範） はい、全員賛成と認めます。 

よって、議案第１８号は委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第１５、議案第１９号「令和５年度篠栗町国民健康保険特別会計補正予算

（第５号）について」を議題といたします。 

  本案も予算特別委員会に付託しておりましたので委員長の報告を求めます。 

栗須委員長。 

○予算特別委員会委員長（栗須 信治） 報告いたします。 

  議案第１９号「令和５年度篠栗町国民健康保険特別会計補正予算（第５号）につ

いて」 

本議案は、既定の予算に歳入歳出それぞれ１億１,０００万円を増額し、歳入歳
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出予算の総額を歳入歳出それぞれ２９億５,１６２万１,０００円とするものであり

ます。 

補正予算の内容は、令和５年度支払い分の保険給付費及び高額療養費がそれぞれ

不足するため、増額補正するものであります。 

  歳入において、国民健康保険税を４,４８２万２,０００円減額し、県支出金を１

億５,８４０万５,０００円の増額、繰入金を３５８万３,０００円の減額とし、歳

出において、一般被保険者療養給付費の保険者負担分として８,０００万円の増額、

一般被保険者高齢療養費を３,０００万円の増額とするものであります。 

  全員出席の予算特別委員会にて審査しておりますので、詳細につきましては省略

いたします。 

当委員会において慎重審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決い

たしております。 

  以上、報告を終わります。 

○議長（荒牧 泰範） ただいまの委員長の報告に対し質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

質疑なしと認めます。 

次に討論を行います。 

討論ございませんか。 

ないようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

本案を原案のとおり決定することに賛成の方は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（荒牧 泰範） はい、全員賛成と認めます。 

よって、議案第１９号は委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第１６、議案第２０号「令和５年度篠栗町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第４号）について」を議題といたします。 

  本案も予算特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

 栗須委員長。 

○予算特別委員会委員長（栗須 信治） 報告いたします。 

  議案第２０号「令和５年度篠栗町後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号）に

ついて」 

本議案は、既定の予算から歳入歳出それぞれ１,６６７万１,０００円を減額し、
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歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４億７,４９３万円とするものであります。 

補正予算の内容は、福岡県後期高齢者医療広域連合への納付額の確定により減額

補正するものであります。 

歳入において、後期高齢者医療保険料を１,６５６万１,０００円の減額、繰入金

を３６万５,０００円の減額、諸収入を２５万５,０００円の増額とし、歳出におい

て、広域連合への保険料負担金１,６６７万１,０００円の減額とするものでありま

す。 

全員出席の予算特別委員会にて審査しておりますので、詳細につきましては省略

いたします。 

当委員会において慎重審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決い

たしております。 

  以上、報告を終わります。 

○議長（荒牧 泰範） ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

質疑なしと認めます。 

次に討論を行います。 

討論ございませんか。 

ないようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

本案を原案のとおり決定することに賛成の方は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（荒牧 泰範） はい、全員賛成と認めます。 

よって、議案第２０号は委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第１７、議案第２１号「令和５年度篠栗町水道事業会計補正予算（第３号）

について」を議題といたします。 

本案も、予算特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  はい、栗須委員長。 

○予算特別委員会委員長（栗須 信治） 報告いたします。 

  議案第２１号「令和５年度篠栗町水道事業会計補正予算（第３号）について」 

本議案は、令和５年度篠栗町水道事業会計に既決の予算第３条に定めた収益的収

入及び支出の予定額に収益的支出９４万１,０００円を増額し、収益的支出の予定

額を５億５,２４０万５,０００円とし、８,８１４万８,０００円の黒字予算とする
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ものであります。 

補正予算の内容は、地方公共団体金融機構への支払利息の確定によるもので、営

業外費用の増額補正をするものであります。 

  全員出席の予算特別委員会で審査しておりますので、詳細につきましては省略い

たします。 

当委員会において慎重審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決い

たしております。 

  以上、報告終わります。 

○議長（荒牧 泰範） ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

ないようですので質疑を終了し、討論を行います。 

討論ございませんか。 

はい、ないようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

本案を原案のとおり決定することに賛成の方は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（荒牧 泰範） はい、全員賛成と認めます。 

  よって、議案第２１号は委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第１８、議案第２２号「令和６年度篠栗町一般会計予算について」を議題と

いたします。 

本案も、予算特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

 栗須委員長。 

○予算特別委員会委員長（栗須 信治） 報告いたします。 

  議案第２２号「令和６年度篠栗町一般会計予算について」 

本議案は、令和６年度一般会計予算の総額を歳入歳出それぞれ１２７億２,１７

８万３,０００円とするものであります。前年度当初予算に対し１６億６８９万１,

０００円の増額となっております。 

  主な増額要因は、庁舎耐震工事、ふるさと寄附金に対する返礼品、たけのこ児童

クラブ室新築工事、クリエイト篠栗空冷ポンプチラー及び付帯設備の更新工事など

であります。また、主な減額要因は、水槽付消防自動車購入費、公債費の減少など

であります。地方債については、地方債の限度額は、臨時財政対策、緊急防災・減

災事業のほか、合計９件の事業債で、総額８億２,９３７万７,０００円計上されて
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おります。なお、歳入の審査において、ふるさと納税寄附金の審査の中で、執行部

からは「寄附金アップのため、町長そしてふるさと観光推進室と共に先頭に立ち、

篠栗町のPR活動、また地元企業との新商品の開発に力を注ぐ」との宣言があり、議

会からは、中長期財政計画について、北地区産業団地に進出企業の６社全てが操業

していることが前提の計画であり、また人件費及び職員数は現状維持の計画である

が、実態と齟齬が生じているので、新たに中長期財政計画を策定して頂きたいとの

質問に対しては、令和６年度に財政計画の見直しをすることを財政課に指示をして

いるとの答弁でありました。 

  また、ふるさと納税のアップに対する強い思いは理解するが、５年度補正予算で

減額補正をしていることを鑑み、もう少し謙虚であることが望ましいのでは、との

意見に対し、そのことも考慮したが、今回はこのような予算編成をすることによっ

て、背水の陣で臨む覚悟である。また、ふるさと納税の状況を定期的に議会に報告

するとの答弁がありました。 

議会からは、「この予算編成で大丈夫か」と心配の声があったが、町長の強い意

志を感じた。その意志にこたえるために、議会からいろいろとアドバイスや提案等、

意見を交わすこととして、定例会ごとに情報共有を図って頂きたいとの意見がござ

いました。 

当委員会において慎重審査の上、採決の結果、賛成多数にて原案のとおり可決い

たしております。 

  以上、報告終わります。 

○議長(荒牧 泰範) ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

質疑なしと認めます。 

次に討論を行います。 

討論ございますか。 

はい、では、まず反対の討論の方。 

はい、浦野議員。 

○議員（浦野 雅幸） はい、議席番号２番、浦野雅幸でございます。 

  私は、本議案に対し反対の立場で意見を述べさせていただきます。 

  反対の理由は、観光協会への補助金に関してであります。 

この観光協会への補助金は、観光協会が誕生したとき、１日でも早く独自に採算

がとれることを期待し、計上されたものと認識しております。しかし、採算がとれ
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るようになったにもかかわらず、前年同様の補助金を計上するのは、観光協会の自

立を阻害するものであると考えます。 

  今後とも、観光協会の自立と更なる発展を願う１人として、観光協会の現在の実

績及び将来を見据えた補助金であるべきと考えます。 

以上の観点から、本予算案に反対いたします。 

以上でございます。 

○議長（荒牧 泰範） 浦野議員。今の発言の中で「観光協会が、採算がとれるよう

になった」という表現がございましたが、それが事実かどうか、ちょっとこの場で

は確認できませんもので、あなたの御意見として賜っておきます。 

  次に、賛成の討論のある方。 

次に、反対の討論のある方、横山議員。 

○議員（横山 和輝） 議席番号６番、横山でございます。 

  令和６年度一般会計予算に反対いたします。 

  それでは反対理由を申し上げます。本予算には、産業団地に関する収支が企画イ

ベント事業費として、IRUGASAS（イルガーサ）創業祭５２３万７,０００円、PR業

務委託費５９４万円が計上されております。IRUGASAS（イルガーサ）創業祭を、春

らんまんハイキングのように、町のイベントとして毎年行いたいということですが、

この創業祭の主体は企業であり、本来、産業団地内の企業が費用を出して、企画し

なければいけないことを町が全額近く負担して行うということは、特定の企業を優

遇することになるので認めることができません。また、PR業務委託はやまやコミュ

ニケーションズに町の宣伝をお願いしているとの理由で、法外な委託費を計上して

ありますが、通常企業サイドの行為で無償でして頂いてもおかしくない事柄だと思

います。その反面、イベント広場の名目でやまやに無償で駐車場の利用を容認し続

けていることは許されることではないと考えます。 

  このことは国有地の駐車場を無償で企業に、あたかも国の了承を得たかのように

利用させていることと相通じることであると考えます。ところで、国道事務所の所

長とは、現在、情報交換をさせて頂いておりますが、２日前の電話の話では国有地

の駐車場に関して、今回の一般質問のライブ中継及び過去の質問を聞いて、今の現

状を重々理解していること、さらには現地の視察も終え、今後の対応を考えている

ことを告げられたことをこの場をかりて報告いたします。 

  最後になりましたが、産業団地は未だに３社の企業の動向がはっきりしない状況

では、イベントを行うことに力を入れるよりも、１日でも早く、そして確実に家屋
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の建設に取りかかってもらうよう強く働きかけることに専念するべきだと思います。 

  以上の理由で、本予算案に反対いたします。 

○議長（荒牧 泰範） 次に、賛成の討論のある方。 

次に、反対の討論のある方。 

  ないようですので、討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

本案を原案のとおり決定することに賛成の方は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（荒牧 泰範） はい、賛成多数と認めます。 

よって、議案第２２号は委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第１９、議案第２３号「令和６年度篠栗町国民健康保険特別会計予算につい

て」を議題といたします。 

本案も、予算特別委員会に付託しておりましたので委員長の報告を求めます。 

栗須委員長。 

○予算特別委員会委員長（栗須 信治） 報告いたします。 

  議案第２３号「令和６年度篠栗町国民健康保険特別会計予算について」 

本議案は、令和６年度篠栗町国民健康保険特別会計予算の総額を歳入歳出それぞ

れ２９億４,６２９万６,０００円とするもので、前年度当初予算額に対し１億６,

０２４万１,０００円の増となっております。 

  歳出の主なものは、保険給付費２１億４,３６４万１,０００円、国民健康保険事

業費納付金７億１,４７５万７,０００円で、歳入の主なものは、国民健康保険税４

億６,３５５万９,０００円、保険給付費等交付金の県補助金２１億９,８０９万５,

０００円であります。 

  全員出席の予算特別委員会にて審査しておりますので、詳細につきましては省略

いたします。 

当委員会において、慎重審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決

いたしております。 

  以上、報告を終わります。 

○議長（荒牧 泰範） ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

質疑なしと認めます。 

次に討論を行います。 
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討論ございませんか。 

ないようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

本案を原案のとおり決定することに賛成の方は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（荒牧 泰範） はい、全員賛成と認めます。 

よって、議案第２３号は委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第２０、議案第２４号「令和６年度篠栗町後期高齢者医療特別会計予算につ

いて」を議題といたします。 

本案も予算特別委員会に付託しておりましたので委員長の報告を求めます。 

 はい、栗須委員長。 

○予算特別委員会委員長（栗須 信治） 報告いたします。 

  議案第２４号「令和６年度篠栗町後期高齢者医療特別会計予算について」 

本議案は、令和６年度篠栗町後期高齢者医療特別会計予算の総額を歳入歳出それ

ぞれ５億３,０１２万３,０００円とするもので、前年度当初予算額に対し４,４３

４万８,０００円の増となっております。 

  歳出の主なものは、後期高齢者医療広域連合納付金５億７２１万３,０００円で、

歳入の主なものは、後期高齢者医療保険料３億８,５５２万円、一般会計繰入金１

億４,４５９万６,０００円であります。 

  全員出席の予算特別委員会にて審査しておりますので、詳細につきましては省略

いたします。 

当委員会において慎重審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決い

たしております。 

  以上、報告を終わります。 

○議長（荒牧 泰範） ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

ないようですので質疑を終結し、討論を行います。 

討論ございませんか。 

はい、ないようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

本案を原案のとおり決定することに賛成の方は御起立願います。 

（賛成者起立） 
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○議長（荒牧 泰範） はい、全員賛成と認めます。 

よって、議案第２４号は委員長報告のとおり可決されました。 

  ここで、おおむね１時間経ちましたので休憩に入ります。 

１１時１０分から再開いたします。 

休止 午前１０時５６分 

再開 午前１１時０８分 

○議長（荒牧 泰範） それでは再開いたします。 

  日程第２１、議案第２５号「令和６年度篠栗町水道事業会計予算について」を議

題といたします。 

  本案も、予算特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

栗須委員長。  

○予算特別委員会委員長（栗須 信治） 報告いたします。 

  議案第２５号「令和６年度篠栗町水道事業会計予算について」 

本議案は、令和６年度篠栗町水道事業会計予算を第２条に定める業務の予定量に

即して収支の予定額を定めるものであります。 

  第３条において、収益的収入の予定額は６億４,５２１万８,０００円に対し、支

出の予定額は５億７,８３１万４,０００円となり、６,６９０万４,０００円の黒字

予算とするものであります。 

  次に、第４条において、資本的収入の予定額は２億６,０１０万円に対し、支出

の予定額を４億６,６２９万円とし、資本的支出額に対し不足する２億６１９万円

は損益勘定留保資金などで補填されます。 

  全員出席の予算特別委員会にて審査しておりますので、詳細につきましては省略

いたします。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決い

たしております。 

  以上、報告終わります。 

○議長（荒牧 泰範） ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

質疑なしと認めます。 

次に討論を行います。 

討論はございませんか。 

ないようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 
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  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

本案を原案のとおり決定することに賛成の方は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（荒牧 泰範） はい、全員賛成と認めます。 

よって、議案第２５号は委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第２２、議案第２６号「令和６年度篠栗町流域関連公共下水道事業会計予算

について」を議題といたします。 

本案も、予算特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

 栗須委員長。 

○予算特別委員会委員長（栗須 信治） 報告いたします。 

  議案第２６号「令和６年度篠栗町流域関連公共下水道事業会計予算について」 

本議案は、令和６年度篠栗町流域関連公共下水道事業会計予算を第２条に定める

業務の予定量に即して、収支の予定額を定めるものであります。 

  第３条において、収益的収入の予定額を８億９,１１８万円に対し、支出の予定

額は８億８,１３４万円となり、９８４万円の黒字予算とするものであります。 

  次に、第４条において、資本的収入の予定額は３億６,２１２万１,０００円に対

し、支出の予定額を５億８,９２２万６,０００円とし、資本的支出額に対する不足

する２億２,７１０万５,０００円は、損益勘定留保資金などで補填されます。 

  全員出席の予算特別委員会に審査しておりますので、詳細につきましては省略い

たします。 

当委員会において慎重審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決い

たしております。 

  以上、報告を終わります。 

○議長（荒牧 泰範） ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

質疑ございませんか。 

質疑なしと認めます。 

次に討論を行います。 

討論ございませんか。 

ないようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

本案を原案のとおり決定することに賛成の方は御起立願います。 

（賛成者起立） 
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○議長（荒牧 泰範） 全員賛成と認めます。 

よって、議案第２６号は委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第２３、選挙案第１号「篠栗町選挙管理委員及び補充員の選挙について」を

議題といたします。 

選挙案第１号を事務局長をもって朗読いたします。 

  水江事務局長。 

○議会事務局長（水江 靖浩） はい。 

  選挙案第１号「選挙管理委員及び補充員の選挙について」 

選挙管理委員及び補充員は、令和６年３月３１日任期満了につき、地方自治法

（昭和２２年法律第６７号）第１８２条の規定により後任者それぞれ４人の選挙を

求める。 

  令和６年３月４日、篠栗町議会議長 荒牧 泰範 

提案理由、令和６年３月３１日任期満了のため。 

以上でございます。 

○議長（荒牧 泰範） 本案は地方自治法第１８２条の規定により、選挙管理委員及

び補充員を議会において選挙するものであります。 

選挙の方法については、地方自治法第１１８条第２項の規定により、指名推選の

方法で議長が指名することにしたいと思います。 

これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（荒牧 泰範） はい、異議なしと認めます。 

よって、議長が指名いたします。 

選挙管理委員及び補充員の指名は、氏名のみ読み上げます。詳細はタブレットに

掲載しているとおりです。 

  まず、選挙管理委員に芳野忠、井上博文、村嶋史枝、林愛子以上４名を指名いた

します。 

続きまして、補充員は野見山宏孝、村嶋륝則、石内清之、黒瀨英三以上４名を指

名いたします。 

  お諮りいたします。 

ただいま指名しましたそれぞれ４名の方を選挙管理委員及び補充員の当選人と決

定することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（荒牧 泰範） 異議なしと認めます。 

従いまして、ただいま指名した芳野忠氏、井上博文氏、村嶋史枝氏、林愛子氏の

４名の方が篠栗町選挙管理委員に当選され、補充員には野見山宏孝氏、村嶋륝則氏、

石内清之氏、黒瀨英三氏の４名の方が当選されました。 

  次に、補充員の順序についてお諮りいたします。 

補充員の順序は、ただいま議長が指名した順序にしたいと思います。 

これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（荒牧 泰範） はい、異議なしと認めます。 

  従いまして、補充員の順序は、野見山宏孝氏、村嶋륝則氏、石内清之氏、黒瀨英

三氏、以上の順序に決定いたしました。 

会議規則第３３条第２項の規定によって当選の告知をいたします。 

  ここでお諮りいたします。 

  タブレットに掲載のとおり、会議規則第１４条第３項の規定により、総務建設常

任委員長から、意見書案第１号「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意

見書案」の議案が提出されております。 

  これを日程に追加し、追加日程第１として、議題としたいと思いますがこれに御

異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（荒牧 泰範） はい、異議なしと認めます。 

よって、意見書案第１号を日程に追加し、追加日程第１として議題とすることに

決定いたしました。 

追加日程第１、意見書案第１号「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める

意見書」を議題といたします。 

  提案理由の説明を総務建設常任委員長に求めます。 

はい、横山委員長。 

○総務建設常任委員会委員長（横山 和輝）  

意見書案第１号「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書」 

本定例会において、最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書の請願

書が提出され、全員賛成にて、総務建設常任委員会において採択しております。 

  上記の意見書を別紙のとおり、篠栗町議会会議規則第１４条３項の規定により提

出します。 
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本意見書の主な趣旨はタブレットに記載のとおりでございます。 

  以上のことにより、地方自治法第９９条の規定に基づき、国の関係機関に対し意

見書を提出されるよう要請します。 

以上でございます。 

○議長（荒牧 泰範） ただいまの提案理由の説明に対し、質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

質疑なしと認めます。 

次に討論を行います。 

討論はございませんか。 

ないようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  意見書案第１号について、本案に賛成の方は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（荒牧 泰範） はい、全員賛成と認めます。 

よって、意見書案第１号は原案のとおり可決されました。 

なお、意見書案が可決されましたので、請願第１号はみなし採択といたします。 

  日程第２４、常任委員会の閉会中の継続審査の件を議題といたします。 

  総務建設文教厚生両委員長から会議規則第７５条の規定により、御手元のタブレ

ットに掲載のとおり、閉会中の継続審査の申し出があっております。 

  お諮りいたします。 

  総務建設文教厚生両委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続審査とすること

に御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（荒牧 泰範） はい、異議なしと認めます。 

よって、総務建設文教厚生両委員長の申し出のとおり、閉会中の継続審査とする

ことに決定いたしました。 

ここでタブレットにメール送信しておりました委員会の閉会中の調査結果につい

て質疑等があればお受けいたします。 

  質疑はございますか。 

○議長（荒牧 泰範） はい、質疑なしです。質疑を終了いたします。 

次にお諮りいたします。 

本会議中、誤読などによる字句、数字等の整理訂正につきましては、会議規則第

４５条の規定により、議長に委任して頂きたいと思いますがこれに御異議ございま
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せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（荒牧 泰範） はい。異議なしと認めます。 

  よって、誤読などによる字句、数字等の整理訂正は議長に委任していただくこと

に決定いたしました。 

  以上で本定例会の日程は全て終了いたしました。 

ここで三浦町長、何か発言することがございましたら許可いたします。 

三浦町長。 

○町長（三浦 正）令和６年第１回定例会の閉会に当たりまして御挨拶申し上げます。

長期間に亘る御審議誠にありがとうございました。 

  「人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて」の人事案件１件、「篠

栗町空家等及び空地の環境保全に関する条例の制定について」をはじめ条例案９件、

「財産の取得について」１件、「字の区域の変更及び町（丁目）の区域の設定につ

いて」、「町道の認定について」、「町道の路線変更について」の３件、「令和５

年度補正予算」４件、「令和６年度当初予算」５件の上程いたしました２３議案、

全てにつきまして可決頂きましたことに感謝いたします。 

  また、選挙案第１号「篠栗町選挙管理委員及び補充員の選挙」にて議会において

選挙され、新たな選挙管理委員及び補充員が当選されました。当選されました皆様

には、篠栗町の公平公正な選挙に向けて御尽力賜りますようよろしくお願いいたし

ます。 

本定例会は言うまでもなく、令和６年度篠栗町として何を事業として行うかを御

審議頂く大変重要な議会でございました。予算特別委員会の中では様々な御議論を

頂きました。令和６年度一般会計予算の御審議において、まちづくり課所管の企画

イベント事業の委託料に関する御審議において、昨年１１月に開催いたしました

IRUGASAS（イルガーサ）創業祭と、同様のイベント企画につきましては、創業祭の

ネーミングを篠栗町主催のイベントにふさわしい名称にすべきとの御意見も頂きま

した。今年の秋に向けて町内外から多くの人に御来場頂けるよう、新たな名称を考

え、次回定例会にて御報告いたしたいと思います。 

  また、同課において御説明いたしましたPR業務委託料や、産業観光課所管の観光

費における観光協会運営補助金の額について、予算案に計上する過程での額の精査

が曖昧である、納得のいく説明ができるように十分精査して予算案を計上するよう

にとの御意見も頂きました。今後は、議会の御指摘を踏まえ、しっかりとした根拠
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を説明できるように努めてまいります。 

歳入においては、寄附金の予算額７億６,２５０万円について、これはふるさと

納税寄附金の増額案でございましたが、多く見積り過ぎているのではないかとの御

意見を頂きました。篠栗町としては、これからの大事な財源として継続的に確保で

きるよう、令和６年度以降、ふるさと納税寄附金事業をこれまでの取り組みを改め

て、しっかりと攻めの姿勢で継続して取り組んでいくことをお約束し御理解を頂き

ました。今後とも議会の皆様におかれましては建設的な御意見を頂ければありがた

いと考えます。引き続き御協力よろしくお願いいたします。 

  予算特別委員会における令和６年度篠栗町流域関連公共下水道事業会計予算案に

ついての審議においては、資料の精査不足から不備が見つかり、日程をずらして御

審議頂くという事態を招きましたことを、改めて深くお詫び申し上げます。今後は

かかることのないよう全課に徹底いたします。誠に申し訳ございませんでした。 

  予算特別委員会の中での御意見にもありましたように、今後は、当初予算を組む

に当たっては、予算額の決定について、これまで以上に精査をしっかりと行い、限

られた財源を有効に活用できる予算編成に努めてまいります。 

  また、予算審議の際に頂いた貴重な御意見を十分踏まえながら、節約すべきとこ

ろは節約し、また執行に当たって見直すべきところは補正案を議会に上程させてい

ただきまして、議会のチェックのもとに粛々と行政運営を行ってまいりたいと考え

ております。ただいま成立いたしました令和６年度予算に基づく事業計画を早期に

実現するため、各課ともできるだけ仕事を前倒しにして取り組んでまいりますので、

何卒よろしくお願いいたします。 

  さて、３月限りで役職定年となります栗原俊孝総務課課長には、課長職の重責を

全うしていただきましたことに、この場をお借りしてお礼を申し上げます。心から

感謝申し上げます。昨年度まで会計課長という重責を担って頂いておりましたが、

現在は病気療養中でございます。回復の暁には豊富な行政経験を生かして、また御

活躍頂きますようよろしくお願いいたします。ありがとうございました。 

  また、勧奨退職される有隅伸こども育成課課長におかれては、長い間の行政職員

としてのお勤め大変御苦労さまでした。新任課長として、篠栗町の子ども子育て全

般を所管する課長として大変御尽力を頂きましたことに感謝申し上げます。４月以

降町内で事業を継承されると聞き及んでおります。今後とも町行政に対しまして温

かく見守っていただきますようよろしくお願いいたします。どうもありがとうござ

いました。 
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  この後、全国町村議長会から表彰をお受けになると伺っております荒牧議長にお

かれましては、長年に亘る議会議員としての地方自治の振興に寄与された御功績は、

大変大きいものでございます。私からも深甚なる敬意を表しますとともに、心から

お祝い申し上げます。誠におめでとうございます。 

  議会におかれましては引き続き行政のチェック機関として、行政とともに篠栗町

を発展に導く車の両輪として御尽力賜りますようお願い申し上げて、篠栗町議会令

和６年第１回定例会の閉会の御挨拶といたします。 

  長期間の御審議誠にありがとうございました。 

○議長（荒牧 泰範） 以上で本日の会議を閉じます。 

  なお、閉会ののち、水江事務局長より発言を求められておりますので、皆様その

ままとどまりお聞きください。 

  これをもちまして、令和６年第１回篠栗町議会定例会を閉会いたします。 

閉会 午前１１時３５分 
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